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※本ソフトのインストール及びご利用にあたっては、自治体及び
学校のセキュリティポリシーに従い、ご利用ください。

はなまるAIのインストール

▲

スタートガイド

１ DVDをドライブにセットし、DVD
ドライブを右クリック、「開く」を
クリックします。

３ 保存したい場所（デスクトップや学校
内のサーバーやUSBメモリなど）に
右クリックで「貼り付け」します。

２ 「はなまる集計・はなまる週案・
はなまるAI」フォルダを開き、そ
の中の「はなまるAI」フォルダを
右クリックして「コピー」します。

４ コピーした「はなまるAI」フォルダを
開き、「はなまるAI」アイコンをダブル
クリックして起動してください。

はなまるROM2023のメニュー画面が自動で起動しない場合、マイコンピュータを開きます。�
はなまるROMがセットされたドライブにカーソルを合わせ、右クリックして表示されるメニュー
から「開く」を選択してください。はなまるROMに収録されているデータの一覧が表示されま
すので、中にある「top.html」をダブルクリックして、メニューを起動してください。

手動での起動
お使いのPCによって、セ
キュリティ警告画面が表示
されることがあります。

セキュリティ警告について

DVDドライブを右クリック

はなまるAI
フォルダをコピー

はなまるAIフォルダを
デスクトップなどに

貼り付け

はなまるAI.exe
をダブルクリックして

起動

「開く」を
クリック
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はなまるAIの画面

▲

スタートガイド

PDF読込 スタート バージョンアップ画像回転エクセル出力 ヘルプ 初期設定

欠席者の追加 欠席扱い 出席番号の入替 画像削除 画像回転
（選択児童）

画像削除
（選択児童）
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１．起動～オプション設定

▲

使い方説明

このアイコンから起動します

使用する学年を選択して
ください

学年・学期制・教科書会社を
設定してください

この部分は後で設定可能な
ので飛ばしてOKです

設定が完了したら
OKをクリックします

学校設定を行うようにメッセージ表示
されるので「OK」を選択してください

はなまるAIのアイコンをダブルクリックで起動します
初めて使用する学年の場合、オプション設定画面が表示されます
※2回目以降の使用の際は、画面右上の歯車アイコンをクリックすると表示できます。
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２．PDFファイルの読込

３．識別の開始

▲

使い方説明

▲

使い方説明

識別開始「スタート」ボタン

識別処理にかかる時間は
PC環境により異なります
識別処理中でも、

WordやExcelの利用など、
他の作業を行っても問題ありません

①�PDF読込ボタンを
クリックします

画像の回転ボタン
※�画像の向きが間違っていた場合は、�
回転してから識別開始します

読み込んだ画像を
一覧で表示します

識別処理中は画面の下部に
「採点個所を検出中です」の
メッセージが表示されます

②�識別を行うテストの「学期」「教科」
「単元」をそれぞれ選択します

③�読込を行うPDFファイルを選択します
※PDFファイルは全員分を1ファイルにまとめてください

表・裏の切り替えボタン

テストの画像が表示されたら、「スタート」ボタンで○×△の識別を開始します

PDF読込ボタンをクリックし、スキャンしたPDFファイルの読込を行います

スタートボタンを押すと、「二値化画像
の閾値設定」画面が表示されます。
初期値のまま識別する場合は何もせず
右下の識別開始を押してください。
設定する場合は、プリセット値を選ぶ
か、手動で設定してから、識別開始を
押してください。
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４．識別結果の確認

５．識別結果の修正

▲

使い方説明

▲

使い方説明

識別された○×△に枠が付き、
判定マークと問題番号が表示されます

識別結果の一覧が
表示されます

識別時にエラーが発生
した児童には、
「！」マークがつきます

画面右側の識別結果一覧から修正を行います
問題番号をダブルクリックすると、問題付近に採点枠が追加されます

ダブルクリックすると ○がつきます

一覧表の記号部分を
ダブルクリックすると
○→△→×→空欄
と変わります

識別結果を確認します
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６．Excel出力

７．得点の補完入力

▲

使い方説明

▲

使い方説明

③�Excelファイルの保存先・ファイル名を
決定し、保存します

②�クラスを選択します
※�はなまる集計の設定と同じにします

①�Excel出力ボタンを
クリックします

Excelが自動で開きます
セルに直接入力します
※�配点を超えた得点を入力しないようご注意ください

入力を終えたら保存
してExcelを閉じます

識別結果をExcel出力します

Excel保存時に得点の補完入力ができます
識別エラーが残っている場合の「○・×・△」の入力の他、「△」の配点を直接入力できます

「はい」を
クリックします
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８．欠席処理

▲

使い方説明

■欠席者の挿入 ■欠席扱い
※スキャニングをしたが欠席扱いとする場合

テスト実施の際に欠席があった場合は以下の処理を行います

欠席を挿入したい番号
を選択します

欠席扱いとしたい番号
を選択します

画面左下にある「＋」マーク
をクリックします

画面左下にある「欠席」
マークをクリックします

欠席者が
挿入されます

欠席扱い
となります
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９．はなまる集計への取り込み

▲

使い方説明

得点入力画面 ○×入力画面

『はなまる集計』に取り込むと、
△は○の半分の点数（5点問題の場合2点）として計算されます

点数を修正したい場合は、「○×入力」画面から変更してください

この場合は「いいえ」を選択し、
『はなまる集計』に登録されている「児童数」とスキャンしたPDFの「ページ数」

が正しいか確認し、再度『はなまるAI』で識別してください

データをインポートする旨のメッセージ
が表示されます

はなまるAIのエクセルデータを取り込む
際に、児童数に相違があった場合、
このようなメッセージが表示されます。

入力されていることが確認できます

『はなまる集計』の初期設定を完了させ、単元を読み込みしておきます
『はなまる集計』を起動すると、『はなまるAI』のExcelデータを自動的に取り込みます
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（特別対応）転出児童の対応方法

▲

使い方説明

①「はなまる集計」の児童名簿にて
　転出にチェックをいれます

③はなまるAIに読み込ませます

②転出児童分のテストは
　スキャンしません

④はなまる集計を起動すると
　転出児童をスキップして
　得点データを取り込みます
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①�バージョンアップボタン
をクリックします

バージョンアップ

▲

使い方説明

②�「ソフトウェアアップデート」ウインドウ
が表示されます。「アップデート」をクリッ
クし、画面の指示に従いファイルのダウン
ロードを行ってください。

③�はなまるAI再起動後、バージョンアップ
ボタンをクリックし、「ソフトウェアアッ
プデート」ウインドウに「現在ご利用の
バージョンは最新版です～」とのメッセー
ジが出ればバージョンアップ完了です。

はなまるAIはオンラインでバージョンアップ可能です
最新バージョンの情報は弊社HPをご覧ください
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単元により
両面or片面でスキャン

単元によってスキャン方法が変わります

スキャン

▲

各種調整

はなまるAIに取り込むため、採点済みのテスト用紙をスキャンします
スキャンは「出席番号順」で「カラー」で行ってください

出席番号順に
並び替えてください

〈基本〉表面と裏面が同じ単元名 評価対象が「オモテ」だけ

2枚のテストの片面ずつで１単元オモテとウラの単元名が異なる

両面をスキャンします（表裏で１児童分） オモテ面（片面）だけスキャンします

教科書を読んで
解くテストです
２枚あわせて
１単元となります

１枚目と２枚目を
連続してスキャン
します
（２枚で１児童分）

それぞれ片面づつスキャンし、
別単元として、はなまるAIで識別します
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スキャン

▲

各種調整

スキャン方法により、画像の向きが変わります

算数テストを「読める向き」で
スキャンすると
横向きの画像になります

※�スキャナーの機種により、名称に違いがありますの
でご注意ください

算数テストを「左向き」で
スキャンすると
縦向きの画像になります

【読める向き】 　【左向き】

◆両面スキャンする際は、「原稿おくり」や「ページめくり」を確認してください

◆スキャナーの設定画面を開き、「原稿のセット方向」の設定を確認してください

表裏で向きが違う
両面スキャンする際は、

「上下開き」でスキャンすると
向きが揃います

表裏で向きが同じ
両面スキャンする際は

「左右開き」でスキャンすると
向きが揃います

推奨設定

国語テスト： 読める向き
それ以外のテスト： 左向き

「はなまるAI」側で画像の回転ができるため、気にせずスキャンしても構いません
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◆採点マークの書き方

識別率向上

▲

各種調整

はなまるAIの識別率向上のため、採点の際には以下の点にご注意ください。

採点マークは大きく、重ねず、回答欄の近くに記入することで、識別精度が向上します。
採点マークが重なったり、回答枠から離れていたり、マークが小さいと識別精度は著しく低下します。

識別率が高いのは「サインペン」「採点ペン」等、
線が太く、掠れのないペンです。

識別率が低くなってしまうのは「色鉛筆」「ボールペ
ン」等、線が細いペン、掠れやすいペンです。赤色以
外のペンは、太く掠れが無くても識別はできません。

採点マーク（○✓△）は
大きく書く

【良い例】 【悪い例】

採点マークは極力
重ねない

採点マークは
回答欄の近くに書く

完答問題は１つだけ○

重なりあう
採点マーク

採点マークが
小さい

完答問題すべてに
○をつけている

回答枠から
離れている

◆採点に使用するペン
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閾値変更

▲

各種調整

①オプション設定をクリック

②「閾値変更」ボタンを選択

③�閾値変更用の画面で、「上限値のRGB
の値」と「下限値のRGBの値」をスラ
イダーバーで調整します

⑤�新たに設定した閾値で再度識別を行います。�
再度識別を行うためには、改めてPDFを取り込み直す必要がございます。ご注意ください。

④�調整した結果の確認を行います。�
画面右下の「適用」ボタンを押すと現
在の設定での識別結果を表示します。�
「○」が青色、「△」が緑色、「×」が黄色で囲われ
ます。識別の結果をみて、再調整も可能です。�

閾値の設定が終わったら、「OK」を押
します。�
※�色味が薄い場合には「Gの下限値」を下げると識別されや
すくなります。

ご使用のスキャナ・採点ペンの色味によっては、はなまるAIの識別率が著しく低下する場
合があります。その際には「閾値変更」機能にて補正を行ってください。
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問題位置変更

▲

各種調整

①オプション設定をクリック

②「位置変更」ボタンを選択

③�位置変更用の画面で、「▲▼ ▼ ▲」ボタ
ンで枠全体位置の調整を行います。黒
い四角の枠が紙面の「なまえ」の欄に
重なるように調整してください。�
※表面、裏面それぞれ別に設定を行うことができます。

⑤�新たに設定した問題位置で再度識別を行います。�
再度識別を行うためには、改めてPDFを取り込み直す必要がございます。ご注意ください。

④�「倍率設定」で、倍率を調整します。�
スキャニング時に縮小がかかっている
場合に行います。�
※表面、裏面それぞれ別に設定を行うことができます。

スキャニングの際に縮小がかかったり、極端に片側に偏った状態でPDFを作成した場合、
問題の位置がずれて識別されたり、問題番号に紐づかない場合があります。
その際には「位置変更」機能にて補正を行ってください。


